
脂質結合ドメインと細胞の機能 
末次志郎 （東京大学分子細胞生物学研究所） 
細胞膜上にはクラスリン被覆小孔、カベオラ、フィロポディア、ラメリポディ
アなど様々な微細構造が存在する。これらの微細構造の形成消失は、例えば、
受容体などの生理機能や、がん細胞の浸潤転移を含む遊走運動に重要である。
私たちは、それぞれの微細構造に対応するBARタンパク質が、その立体構造を
膜に対する「鋳型」とすることにより脂質膜の曲率を制御し、同時に微細構造
を裏打ちするアクチン細胞骨格の形成を行うことで、微細構造構築を行うこと
を示した。最近、これらのタンパク質が、細胞内シグナル伝達に関わり、がん
化や浸潤に積極的な役割を果たすことを見いだしつつある。これらの形態を含
む細胞生物学の将来展望についても述べさせて頂く予定である。 
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